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.艮'林 1 望E Q.4 0.2 。。0.15・
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1 祢 6 蹴 。。。。。
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調東 19 放
， 。。。。。
陽東 20 .. 0.4 0.8 0.4 。0.4 
関東 21 蹴 。。。。。
踊東 22 !ft 1.0 ].0 D.4 0.2 0.65 
九州 1 掠 2.8 5.6 I 4.6 3.8 4.2 
九州 8 蹴 2.8 3.2 4.8 3.4 3.65 
九州 10 蹴 2.4 4.0 .4:6 3.4 3.6 
liIi系 3 扱 。
o • 
。。。
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』
重量 系 5 貌 4.4 5.6 5.8 6.2 込~5
沖縄 1ω 百 。。。。。， 
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尼 ケ 事缶 1.0 .2.0 4.Z 2.0 2.3 
重量臨海玲 1.8 3.6 6.0 4.2 3，9 
赤 話島 兵/ 1;6 4.4 5.0 3.8 3.68 
内原 l 貌 5.6 6.8 5.8 5.6 5.75 
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3 図it同年 8 月 30日接届 9 月 4 日翻査~ .4図
』玄関l.0周4日接"1019日調査の桜痴観皮
第(.表
水和硫黄刻 2.加
2.回
4.0 2.0 2.3 
ポル ドウ合剤 0.26 I 0.6 0.4 1.5 0.83 
1.∞ 0.1 0.4 2.0 0.83 
2.4 7.5 2.9 4.261 
銅製刺 1~ I 0.25 2.7 1'.1 3.0 3.56 
1.00 0.8 3.1 1.4 1.76 
Q.05 2.9 3.9 1.6 2.釦
銅製剤 2撹 ct.25 2.2 4.0 1.7 2.63 
1.00 0.6 1.8 1.3 1.23 
。無 薬剤・按 調 一 4 
然襲鮒・無接話 一 。. 
第5去の結果ではボルドZ合剤は最も有効で
其0・20"‘(1石式〉及1・0(2'::ト5升式〉は稼防の
劫充分であり、銅製剤1蛾並に2挽も 1・0液な
らば効果ある事が分った.石灰硫黄合剤及水和
硫~:合剤のま日合硫黄剤では 1・0"液でも充分の
効果を期待し得ないざいふ結果になうで居る。
6縄括
1) 甘藷の諜患病は最近四圏中国地方に重量牛.
L事前替で閥1蘇:rにも叢生する.其病原菌に
は Mactospor!umbataticola Ikataの名栴が奥へ
られt尉るうから暫〈之ぞ使用する.
2) 本病薗華宵の最適温度は‘27変jlf~ で長低
は4-5度、最高34-5度の如〈、培養基の反
a 慮の酸性限は pl-I3-3.4'、摘は向柵託、
アルカリ性ではpH9.oでも倫よ〈費育する。 、
'4) 本病薗の費生には品種さの闘係j)~判然し
主居る様で筆者の接種試駿では農林4及6蹴・
闘東19及21観・高j¥3就・沖縄lda班が特に強
〈農併1・ 3 及 4蹴・閥事1~就も強い.iに反し
t内原 1枕・高系4及δ蹴・九州 1• 8及16蹴・
赤源氏並に蔓無瀕氏は弱h、.
5) 本病蕗は被害輩薬上に或鉱甘藷面に附着
して越年する様~ðうるか:ら、被害霊薬は牧獲時
に清備し深4裡混又は蟻刻する.種藷は被害地
以外からさる様にする。
6) 含銅撒布剤、特tζボ叱ドウ合剤は効果が
/ぁ.るから費帝P兆があれば共約1石式のボルド
ウ合膏lをF撒布す争が主いo I 
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